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玉葱鱗葉の可溶性固形物含量と萠芽との関係
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は11.0に達することも多く，鱗葉間にはr.i.で0.5～1.5

程度の差が見られた．

以上の点から一般の調査の場合はすべて鱗葉の赤道部

より材料をとった．

2．球の大小と鱗葉の可溶性固形物含量との関係

第2表は，1956年札幌農試にて栽培し9月18日堀上げ

の札幌黄及び今井早生を材料とし，11月7日並びに12月

4日大きさの数段階の球5球づつの鱗葉のr.i.を調査し

た結果である．

本表によれば球の内部鱗葉では球の大小によるr､i.の

差異は殆んど見られないが，外側鱗葉では大球より小球

のr.i.が高い傾向が見られ，従って内層鱗葉のr,i・が外

側鱗葉の’ i.より高くなる割合は大球より小球の場合が

大きい．

第2表 球の大小と鱗葉の可溶'|生固形物含量との関係

今井早生 11月7日 札幌黄 12月4日調査 1956

’’一一宮1．緒

Foskett, Peterson両氏は可溶性固形物含量の多い玉葱

の品種は萠芽期が遅く貯蔵|生が高い傾向のあることを認

め6)，またMa皿, Hoyle両氏は糖度計を用い含糖度の

高い母球を選ぶことにより乾物率の高い系統を作出し得

ることを報告している18) .玉葱燐葉の糖度については我

国においても花岡氏の報告もあるが8)筆者も玉葱の休眠

現象研究の一手段として1955年以来携帯糖度計による鱗

葉糖度と乾物率，萠芽期との関係を調査して来た．

なお本調査は杉山直儀教授の励めにより，文部省科学

研究費の助成産得て行ったものであり，また北海道農試

花岡氏からは多大の御協力を得た．ここに深謝する．

1.材料，方法並びに調査結果

1．鱗葉の部位による可溶性固形物含量の差異

玉葱鱗葉の糖度計度数は一般に外層の鱗葉より内部鱗

葉が高く，各鱗葉中では先端部より基部が高いことが認

められている6)8)18)28）

筆者も|司様の事項を貝塚早生その他の品種を材料とし

て調査した．貝塚早生の場合は，1955年7月10日堀上げ

の大きさの概ね等しい球10個につき，各肥厚鱗葉の先端

部，赤道部，基部より約2cm平方の2～3片をとり，携帯

糖度計を用い概ね20･Cの条件下でその搾汁の可溶性固形

物含量を調査しその度数（以下r.i と略記）を求めた

第1表 鱗葉の部位と可溶性固形物含量との関係

春播 貝塚早生(2009) 11月10日1955
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以上の点から一般の調査においては球重に注意し，な

るべく同程度の球重の球を材料とした

3．玉葱の品種による鱗葉可溶性固形物含量の差異

、1956～1957年鶴岡市産及び札幌農試産今井早生（種子

は大阪府今井氏産).長野県南安曇郡豊科村岡村氏産の黄

魁，宮城県小牛田町渡辺氏産の奥州，札I幌農試産の札幌

黄，及び鶴岡市農学部農場産の貝塚早生（採種母球は大

阪府立大産）の球を用い半月毎に不萠芽の10球ずつのr､i・

を調査した．それらの不萠芽期の平均値は第3表の通り

であった．
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第1表によれば, r.i.は外側鱗葉より内側鱗葉が高く

また各鱗葉の先端部は基部より約10％低く従来の成績と

一致した．内部鱗葉のr､i.が外部鱗葉のr.i.､より高いこ

とは第2表以下においても常に認められ，内部鱗葉のr,i

ﾌ
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第3表 玉葱品種による鱗葉の可溶性固形物含量の差異（1956～1957）
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なお貯蔵期間中の平均温度は第4表の通りであった．

第5表によれば早堀球は晩堀球よりr.i.が高い傾向が見

られた．但し早堀球は晩堀りの球より小球であったため

このr.i.の差異は単に堀取期の影響のみとは断じ難い．

それ故1958年今井早生及び貝塚早生の球重の比較的差

のない材料について再び調査したが，この場合も同様早

堀球が晩堀球よりr.i.が高い傾向が見られた．なおいず

れの場合も平均萠芽日は晩堀球が早堀球より早い傾向を

示し，従米の成績5)21)23)24）と一致した．

第6表 玉葱の掘上時期とr.i・萠芽期との関係(1958)
r.i調査日7月20日，各区5球平均

＊1955年の調査

これらの材料は前記の如く異った条件-ﾄﾞで生産された

ものであり且つ調査期も同一でない また鱗葉のr.i.は

栽培条件によっても差異を生ずるものであって，第3表

においても札幌に於いて舂播した今井早生は伽|nに於い

て秋播した同品種に比べr.i.が明らかに低かった．しか

し札I幌産の今井早生以外はすべて産地に応じたIW種であ

り前表の数値は実用的には姑種の特性として考えられ

る．この点から見ると品種間にr.i.の差があり木調査の

範囲内では札'幌黄最も高く，次で奥州，黄魁の順で今井

早生，貝塚早生はr.i.が鼠も低く，貯蔵性の順位と略一

致する．

4．球堀販時期と鱗葉の可溶性固形物含量との関係

1956年本学部農場産の貝塚早生及び泉州黄系在来種を

異る時期に20球ずつ堀上げ，室内の網底棚に貯蔵し，こ

れらのうち10球ずつにつき8月14日外部2鱗葉のr.i.を

調査し，これらはその後も貯蔵し続け10日毎に萠芽を調

査し，平均萠芽日を算出した．

r.i.の調査時は外側の2鱗葉以外にはなるべく傷つけ

ぬよう｢11寧に行ったため貯蔵中腐敗を生じた球はなかっ

た．

第4表 玉葱球貯蔵室の平均気温

雛上鰹’ 瞬 葉 の r.i. |乾 物 率｜平一胃

正21内部 |萠芽日
%i Z月 日
7．7 9．311．13．5

7．5 8.611.12.0

6．8 8.011.23.5

5．8 8．811．－3．0

8．8 10．711．24．5

7．5 9.1111.30.5

7 9 8.6111.35.5
7.3 9.2111.20.5

7，4， 8，911．14．5

７
０
４
８

９
５
５
３
７

雑
－
６
６
５
５

６且６６５
８
１
４
１

９
Ｅ
Ｊ
５
５
９

６
６
５
６

６
５
６
６
５

２１
｜
５
８
４
４

９
４
４
０
４

６
５
５
５

６
５
６
６
５

１

’

日
Ⅳ
妬
１
７

月
６
６
私
弘

9

174

183

214

149

貝
塚
早
生

８
５
９
２
３

８
５
０
９
９

１
２
１
１

７
５
１
７
１

１
２

１

６
６
７
７
７

今
井
早
生

９
盾
Ｊ
５
５
９

６
５
６
６
５

搦’

前記の調査は異った時期に堀上げた球を貯蔵中|可一吋

℃

円
ノ」 7月 ’ 8 月 9 月 10月 11月

｜月－２１

旬
５
６
７
８

５
５
５
５

、
９
９
９
９

、
１
１
１
１

年一

|中旬｜下旬｜上旬｜中旬｜‐ﾄﾞ旬｜上旬｜中旬｜下旬’ Lhll中旬｜下旬｜上旬｜中旬’ 卜旬｜上旬

7．81 6．5

5．8’ 10．3

’
ーj

27.3

22.7

０
３
３
３

４
８
３
１

２
２
２
２

５
５
８
９

５
５
９
２

２
２
２
２

;Y:w:|
識|砿’

｜
妬
一
布

０
０
０
２

６
７
８
４

２
２
ゞ
２
２

２
３
３
９

１
５
４
０

２
２
２
⑪
］

７
３
３
１

０
１
０
８

２
２
２
１

15．5

16．1

15．5

12．4

25．0

24．5

28.8

27.2

25.1

16．0

9．6

第5表 玉葱の掘上時期とRIとの関係 その1(1956)

貝塚早生は8月14日，泉刈黄在来系は8月11日

調査 各区10球平均 1956

期に行った結果であるが，1957年今井早生及び貝塚早生

を異るI1$期に堀上げ直に同様な方法で隣葉のr.i.を調査

した．なお堀取期が遅れるに従い球は大きくなるもので

あり同一部位の変化を知るため調査は葉位別に行った．

鶴岡に於ける今井早生の調査では5月末以後は新葉の塘

加は見られぬがl）この点から調査結果を見ると，やはり

早い時期のr.i・が晩い時期の燐葉のr.i.より高く，玉葱

鱗葉のr.i.は球の肥大に伴い漸次低減することが認めら

れた．（第7表）
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第8表によればいずれの場合も堀取後約1月間はr.i・が

むしろ高くなる傾向が見られるが，その時期以後は次第

に低下する．そのr.i.低下開始期は今井早生は8月下旬

黄魁及び奥州は9月下旬，札幌黄は10月下旬で，この時

期は萠芽期より約1カ月以前で，球内鱗葉の生長開始時

期2)19）とほぼ一致した．

鱗葉r.i.の低下はその後萠芽開始と共に未萠芽球にお

いても更に著しくなるが，萠芽球のr.i.､は萠芽の生長と

共に一層低下する（第9表)．また萠芽期の早かった札I幌

産の今井早生は，調査当初から鱗葉r.i.の低下が見られ

た．

第9表 萠芽と鱗葉の可溶性固形物含量との関係

一 春播貝塚早生各5球 10月30日調査

第7表 玉葱肥大過程と鱗葉可溶性|酉|形物含量

との関係（1957）
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5．玉葱鱗葉の可溶性固形物含量の貯蔵中の変化

1956～1957年第3項の材料を用い貯蔵中半月毎に不萠

芽球10個ずつのr.i・を調査した（第8表).なお貯蔵中外

側の肥厚鱗葉が膜状化し鱗葉番号が変化して測定部位が

変る恐れもあったため分球点より外側の肥厚鱗葉数を毎

回調査したが，本調査期間中不萠芽球についてはそのよ

うな変化は殆んど認められなかった．

第8表 貯蔵中における鱗葉の可溶性固形物含量の変化
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6．鱗葉の可溶性固形物含量と乾物率及び糖分含量と

の関係

1957年泉州黄を材料として鱗葉のr､i.,乾物率及び糖

分含量を調査し，1958年は更に各処理区の材料につき同

様に鱗葉のr.i. ,乾物率及び全糖含量を調査し，これら

相互間の相関為係を見た．（第10,11表）

第10表 鱗葉の可溶性固形物含量と乾物率及び

糖分含量との関係（今井早生1956）
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６
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６
６
冠
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５
８
９
０
３
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０
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◆
●
■
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■
■

７
７
７
７
７
７
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５

邸
一
一
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”
祀
即
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０
６
７
８
４
１
４
１

８
８
８
８
７
８
７
５

５
７
０
１
０
３
０
２

句
凸
●
■
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■
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７
７
８
８
７
７
７
５

｜
祠
制
刈
５
邪
３
６
６
球

－私８９９ｍ皿唱蒋
|ﾋ i l乾物率|全糖|還元糖|嬰査醤調査日鱗葉部位

日
２
２
２
２
１
１
１

●
？
●
由
■
巳
早

月
８
８
８
８
６
６
６
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2

3

内部
外部
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内部

66 7$ 3z|
％

8.2 8．54 4.30

8.3 9．15 4．00

－ 11．00 5.54
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13．38 7．43

％
Ⅱ
詔
船
型
弱
過
弱

２
２
１
２
３
３
４

ｇ
詑
詑
詑
犯
岨
岨
屹

２
２
２
２
２
２
２

外より
外より
外より

奥州（宮城県）

０
５
０
２
８

’
４
３
４
３
３

２
５
０
６
９

７
６
６
５
７

１
１
１
１
１

8．27

9．20
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11．6
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６
９
２
１
１

７
７
７
７
６

８
８
９
８
２

０
９
８
８
７

１７
４
９
７
０

８
８
７
７
７

７
１
３
２
２

甲
●
■
寺
■

７
８
７
７
６

６
８
１
７
６

７
７
７
６
５

３
１
５
６
７

６
７
６
６
５

｜

’ 第11表 鱗葉の可溶性固形物含量と乾物率，全

糖含量との関係

遮光その他処理球 42試料(1958）

札幌黄（札幌）
全糖含量／鱗葉r.i｜鱗葉r i /乾物率8．7 8．6 9．7110．9 8．8

8.71 9.31 10.21 10.2 9.0

卿函|陽
7．2 7．5

6．4 6．9

l::,;|
11．6

12．5’

122

121

114

113

０
８
３
５

●
■
■
①

８
７
６
５

７
３
２
３

３
３
３
３

77.6 ％
0.620

7,., ％
0.688比"率’

今井早生（札幌） これによると乾物率，可溶性固形物含量，全糖含量の

間には相互に相当高い正の相関為係のあることが見られ

て従来の成績6) 8) 18) 28)と一致し，この場合のr.i.は乾物

(6.2）
5．6
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率の概ね78％，全糖含量はr.i.の約70%の数値であった．

7．玉葱鱗葉の可溶性固形物含量と萠芽期との薦係

1956年7月12日堀上げの今井早生の大きさのほぼ等し

い60球を材料とし，7月20日肥厚鱗葉を外側より2葉町

寧に剥ぎとり，前記の方法で搾汁のr.i.を調査した．球

はその後網底の箱に収めて貯蔵室内に置き10日毎に萠芽

を調査した．更に札幌農試産札幌黄の30球についても10

月26日同様の方法で調査し，1957年は鶴岡市外櫛引村産

の7月17日堀上げの泉州黄について同様調査を行った．

1956年の結果を見ると今井早生では外側2鱗葉のr､i.平

均値と萠芽期との間に明らかな相関為係は認められなか

ったが, r.i．が5.75以上の球は萠芽期の遅いことが見ら

れた（第12表)．また札幌黄の場合は個体数も少なく球重

も不斉で，球重の重く剥皮量の少ない球のr.i.が低い傾

向を示したためかr.i.と萠芽期との間に一定の関係は認

第12表 鱗葉の可溶性固形物含量と萠芽期との関係

その1（今井早生1956）

められなかった．（第13表）

1957年泉州黄を材料とした調査では第14表の如くr.i.

が7.75以上の3球を除けばr.i.の高い球は萠芽が遅く，

r､i.の低い球ほど萠芽期が早いことが認められ、従来の成

F6)8) 18)と一致した結果が見られた．

8．摘葉，遮光その他の処理が鱗葉の可溶性固形物含

量，萌芽期等に及ぼす影響

1957年泉州黄を材料とし，6月1日以降生葉数を3葉

並びに5葉に制限する区を設け，7月12日堀上げて7月

25日外側の肥厚2鱗葉のr.i.を測定し，その後貯蔵して

萠芽状況を調査した．

処理の結果は第15表の如く，5葉区では球重, r.i. ,平

均萠芽日とも無処理区と殆んど差がなかったが，3葉区

は球も小さくまた小球に拘らず外側2鱗葉のr.i.は明ら

かに低く且つ萠芽期も早かった．

第15表 葉身摘除が鱗葉の可溶性固形物含量に
及ぼす影響

泉州黄各15球 掘上7月12日 1957
*可溶性固定、項
物含量(r.i.) I 目
7月20日
6.25％以上
5.75～6.24

5．25～5.74

4.75～5.24

4.25～4.74

4.24％以下

球数|繼後|雫の島
鱗葉の厚さ 平 均

萠芽日

鎧,蚤|驫躍|｣rf, |箭芽胃区 別
gl mm mml月日

6 1071 3．6 4.9,10.43.8
4 113 2．2 4.2｣10.40.0

E Hi":淵趨
'，』且’，〃5 210 29』2 10．33．0

’

9l 9l
1581

,,4 4,,591
7.91
7.6

6．6，

日
０
４
０

１
５
３

５
５
３

月
Ｌ
Ｌ
Ｌ

１
１
１

函
訓
弘
認

区
区
区

任
葉
葉

放
５
３

２
４
３

６
６
６

２
２
７

６
６
４霞暁|篭’

別に今井早生を材料として6月1日より6月30日まで

葭筈1重を被って日射量を制限した区を設けたが，この

場合も球重の増加は明らかに抑制されたがr.i.は無処理

区と殆んど差がなかった．しかし一般に大球の外側鱗葉

のr.i.は小球のr.i.より低いものであるからこの場合も

内部鱗葉のr.i.は無処理区より遮光区は低かったものと

思われ，また平均萠芽日は遮光区が明らかに早かった．

（第16表）

第16表 遮光処理及び糖液撒布が鱗葉の可溶性

固形物含量に及ぼす影響

今井早生 掘上7月12日 1957

＊外側2鱗葉搾汁のハンドレフラクトメーターによる

指度の平均

第13表 鱗葉の可溶性固形物含量と萠芽期との関係

その2（札幌黄1956～1957）

目
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日
〃
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１
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６
１
６
２
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月
５
８
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石
９
〃
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１
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１
１

’ 球
’

ｇ
ｌ
９
１

８
８
９

9

145

掴’
1591

,W|
ll61

166

178

備考 萠芽は大部分3，4月,.次いで11,12月であっ

たが，11月，12月のは1，2月として計算した

第14表 鱗葉の可溶性固形物含量と萠芽期との関係
その3（泉州黄1957）

球5月16日7月
12日

数葉数|蟇葉数

掘上時

状 態

平 均

萠芽日
’区 別

無処理 27
遮光区 23

無処理 12
熊糖液撒布 11

6517911“2
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９ また別の今井早生に対し展着剤加用の蒔糖1％溶液を

6月4日から隔日に7月6日まで葉面に噴霧し7月12日

に堀上げ，前項同様r.i.及び萠芽期を調査した．この場

合庶糖液撒布区は葉の黄変倒伏期が幾分促進され球はむ
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１
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6月1日，15日2回硫安追肥区は球重重くr.i. ,乾物率

共幾分低く萠芽もやや早かった．

つぎに庶糖液撒布区，特に1月間撒布区はr.i. ,乾物

率共高く萠芽期も幾分遅い傾向が見られたが，6月後半

撒布区並びに硫酸加里液撒布区ではその影響が明らかで

なかった．

以上を通じ玉葱の糖生成の抑制されるような条件或は

窒素の増大する条件では常にr､i.及び乾物率は低下し，

然もこの場合の萠芽期は早く，これと反対に糖分の増加

する条件ではr.i. ,乾物率共高くなり萠芽期も遅くなる

傾向が共通的に認められ, r.i.の高い球の萠芽が遅いと

いう従来の知見6)8(18)は環境条件を変化させることによ

ってr.i.を変化させた場合にも，言い得るものと思われ

た．

しる小さく, r.i.も無処理区と殆んど差が見られなかっ

たが，平均萠芽日は無処理区より幾分遅い傾向が見られ

た．（第16表）

1958年は今井早生及び貝塚早生を用い，摘葉区は6月

1日から前年同様の要領で生葉数を3葉並びに5葉に制

限した．遮光処理も前年同様l奥賓1重を6月前半，6月

後半及び6月全期間処理区に区分して行った．また庶糖

撒布区も同様3期に区分して隔日に1％液を噴霧し，更

に，1％硫酸加里溶液を6月全期間隔日に噴霧する区,6

月15日硫安を1アール当り2.4kg施肥区，同じく硫安を

6月1日1.8kg , 6月15日2.4kgの2回施与する区を設

けた．各処理は1区約10株ずつ3区制として行った．

これらの球を貝塚早生は7月1日，今井早生は7月7

日に堀上げ陰乾後通風のよい物置内の網底の箱に貯蔵し

萠芽状況を調査した．この球のうち各区4×3球につき

外側の肥厚2鱗葉のr.i.,乾物率，全糖含量を測定した．

乾物率の測定にはr､i.測定のため供試した部分以外の全

鱗葉を用い，糖分調査には前記の乾燥材料を粉砕しこの

19に水50cc, 1% 塩酸5ccを加え30分間加水分解後咄酸

鉛にて除蛋白し，ベルトラン法で行った．

調査の結果（第17表）摘葉区はr､i.,乾物率共低く萠

芽期も早かったが，3葉区と5葉区との差は球重以外の

点では明らかでなかった．

遮光区は今井早生，貝塚早生共鱗葉のr,i,低く萠芽も

早く，処理の影響は1カ月間処理が展も大きく，6月前

半処理区が小さいように見られた

6月15日追肥1回区は標準区と殆んど差がなかったが

第17表 各種の処理操作が玉葱鱗葉の

察I・考

玉葱鱗葉の可溶性固形物含量は乾物率と高い正の相関

があり6)8)18)28) ,この点から乾物率の高い系統選抜の一

手段として糖度計の利用出来ることが知られている'8)．

また糖度計度数(r､i､)の高い品種は萠芽期が遅いことも見

られている6)8)18)'・本調査の結果もこれら従来の成績と

一致し，取扱った品種のうちではr.i.は札幌黄最も高く

次で奥州，黄魁，今井早生及び貝塚早生の順で，また同

一I品種の個体間でもr.i.の高い球は概ね萠芽期も遅い傾

向が見られた．

以上の如く従来の成績は主に玉葱球の遺伝的特性とし

てのr.i,の差について検討しているが，本実験において

乾物率及び萠芽期に及ぼす影響（1958）r,1

鱗葉のr.i. 乾 物 率 1.2隣葉全糖 平 均

面'3 4雨'’21平均 対乾物|対生体萠芽日

項

、侭 目
区 、

別

考備

(7月7日堀上 7月25日調査）今井早生

撫熱'撫義嚢|轆繍職
34138139 5．0 5．7 5．4 6．9 8．7 8．5 43．1 2.98 11.19.9

腿罵|鍔謬：”辨開洲0529436Ⅱ1“1硫安ｱｰﾙ当り1.8kg
40172211626”5788鮒:認 塊臘:硫安ｱｰﾙ当り4.2kg
44150186 6．4 6．5 6．4 7．8 9．1‘10．9 58．1 4．57 11．26．9

3520520916．67．16．98.19.311.1 55.3 4.4911.38.1
33151166 5．3 6．4 5．8 7．9 8．510．7 60．5 4．76 11．32．6

741166191163rl " " 5:2, 7:i 5:7 7:5 5:7 i6:51 5I:J! 4:gg i":273112272246 217 16 77．99 710916L414 8811.38 7特に選抜した球

’
摘葉3葉区
摘葉5葉区
遮光 6月1日～6月15日
遮光 6月15日～7月5日
遮光 6月1日～7月5日
追肥 6月1日
追肥 6月1日及び6月15日
糖液撒布6月1日～6月15日
糖液撒布6月15日～6月30日
糖液撒布6月1日～6月30日
硫酸加里6月1日～6月30日
無処理 A
無処理 B

貝塚早生（7月1日掘上 7月21日調査）
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１
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Ｌ
Ｌ
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Ｌ

１
１
１
１

遮光 6月1日～6月15日
遮光 6月15日～6月30日
遮光 6月1日～6月30日
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遮光その他の処理を行い環境条件を変化させることによ

りr.i.に差を生ぜしめた場合もr.i.と乾物率，全糖含量

並びに萠芽期との間にはやはり密接な関係のあることが

見られ，この点は栽培管理上からも，また休眠機構を知

る上からも注意すべきものと思われた．

即ち遮光，剪葉の如く光合成の抑制される条件下では

当然のことながら，糖含量, r.i. ,乾物率とも低下し，

然もこの場合の萠芽期は一般に早かった．なお玉葱は球

形成に当り葉中の成分も漸次燐葉に転移し鱗葉の乾物率

も約1％増加するものであるから'6）剪葉は単に同化葉

面積の減少のみでなく，この点からも影響したものと思

われる また札幌産の札幌黄は鶴岡産の今井早生より鱗

葉r.i・が明らかに高いが，同様に札幌にて栽培した今井

早生は鶴岡産の今井早生よりr､i.が低く萠芽も早くこの

点は環境条件の影響として検討する要がある．

施肥と球の貯蔵性との関係については加里を伴わぬ窒

素肥料の施与は萠芽期を早めるとの成績もあるが7)9），

窒素肥料施与の貯蔵性に対する影響の認め得ないとの報

告もある14)．本調査の結果では6月上旬及び中旬硫安単

用区はr.i.が幾分低下し萠芽期も早まる傾向が認められ

た．しかしこの場合のr.i.は外側2鱗葉のみのr.i.であ

るため大球は小球に比べ低く表われる点を考慮せねばな

らない．

玉葱の萠芽期を遅くし貯蔵性を高めるため球堀上げは

畑の乾いた時行い，堀上後暫く陰乾する方法が一般に行

われているが7) 11)16),これらの操作は総て球の水分を或

程度減少させ従ってr.i.を高めるものと思われ，やはり

r.i.と萠芽期との関係から合理的な方法と考えられる．

本調査に於いても期上後1月内外はr.i.がむしろ増加

することが認められたが，これも貯蔵中の球の水分の減

少'6）のためと思われる．

他方糖液撒布区は若干ではあるがr.i.が高まり，萠芽

期も幾分遅くなる傾向を示した．

また玉葱は葉身倒伏期頃の早堀球が葉の枯死後の晩堀

球より萠芽期が遅い事実が知られているが5)19)21)23)24）

この理由については従来なにも説明されていない．今回

の調査によれば萠芽期の遅い早堀球は一般に晩堀球より

r,i・が高いことが見られ,堀取期と萠芽期との関係も鱗葉

のr.i.の関係と考えられた．

以上の如く鱗葉のr.i.と萠芽期即ち休眠期間との間に

は密接な関係のあることが認められるが，この間の機構

についてはなお明らかでない．

Heath氏等は玉葱の自然萠芽は生長抑制作用をもつ球

形成ホルモンが鱗葉中で徐為に分解され，或程度以下に

低卜することにより休眠が破れ生長が開始されたものと

の仮説をあげ10),瞳近馬鈴薯 球根花卉等の休眠現象も

オーキシンレベルで説明されつつあり25)．玉葱について

も塚本氏等は休眠中の球は生長抑制物質が鞘為多くIAA

ようの生長促進物質は少い傾向のあることを見ている

27)．一方オーキシンは一般に植物体中の澱粉含量と相伴

うとの考えも支持されているが，現在までの資料では未

だホルモン説により鱗葉のr.i・と休眠期間との関係を説

明し得ない、

つぎにLoomis氏は玉葱球を横断し負圧下で鱗葉組織

中に吸水せしめた場合萠芽期が著しく促進されることを

見15),筆者も球を湿った土中に伏込んだ場合室内貯蔵玉

葱より萠芽期が早まることを経験したが3)，これらの場

合は鱗葉組織中の水分含量の多少が生長開始と深い関係

をもったものと考えられる．

塚本氏等も水分含量と休眠との間には密接な関係のあ

る事を予想してグラジオラスについて調査したが，グ

ラジオラスでは両者の関係は殆んど認められず，却って

澱粉糖化の程度と休眠現象との間に深い関係のあること

を見た26)．これはグラジオラスの如く澱粉を主な貯蔵成

分としている場合は水分含有率が，生理作用と関係深い

組織の惨透圧の如き点に直接関係せぬためと思われる．

これに対し玉葱は所謂糖葉植物であって乾物の約60％

は糖の形で鱗葉その他に貯蔵されるものであるため4)(第

17表),これら含水率及び糖分の多少，即ちr.i.の程度は鱗

葉細胞の惨透圧或は水度13ノと密接に関係し, r.i.の低い

場合に生長を起し易い条件が生ずるものと考えられる．

また玉葱は多湿下では発根も促進されるが5)10)，萠芽

も休眠覚醒期以後は多湿条件下で明らかに促される20)，

これらの現象も組織の水分含量が生長を左右するためと

思われ，これらの点については更に検討するよう予定し
ている．

なお休眠と水分含量との関係については，糖分の集積

が酵素活動を制限して生長を停止せしめるとの考えもあ

るが，この考えはその後一般には支持されず，又オーキ

シンの作用による原形質の変化により休眠時増加した結

合水が休眠覚醒に伴い減少する事が見られている221 .

なお一般に植物体内では下部の老葉より上部の若い葉

の細胞惨透圧が高いとされているが12），玉葱球の場合も

外側の古い鱗葉より内側の若い鱗葉のr､i.が高く，生長開

始と共に先ず外側鱗葉の水養分が内部の生長部分に吸引

され, r.i.は萠芽に伴い外側鱗葉から低下する8) (8, 9表).

また大球の外側鱗葉のr.i.は小球の外側鱗葉のr.i.よ

り低い点も大球の鱗葉が小球の外側鱗葉より幾分古いL
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ためとも考えられる．

また球の硬度の大なる玉葱は貯蔵性が高い'7）ことも

r.i.の点から検討する要があろう．

以上のようにその機構は未だ明らかでないが，r､i.と

萠芽期とは直接或は細胞惨透圧の変化を介して間接に密

接な関係を有するものであるから，従って萠芽期の遅い

貯蔵性の高い玉葱を得るためにはr.i・の高い品種，系統

の選抜とr､i・を高くするような管理の方法がとられるべ

きであろう．

なお球のr.i.を測定する方法としては外側の2鱗葉を

呵寧に剥いでその搾汁のr､i.を見ることにより球全休の

r､i・を比較することが出来るが6)18) ,鱗葉のr.i・は栽培条

件，堀取期，球の大小，調査期，試料の採取部位などに

より同一品種にても相当の差異を生ずるものであるから

この点注意を要する．なお低温期は花岡氏等の行った8）

如くコルクポーラーで試料をとる方法も支障ないが高温

多湿期には球の腐敗を招き易い．

Ⅳ．摘 要

1．今井早生ほか4品種を用い玉葱鱗葉の可溶性固形

物含量（糖度計度数r.i.にて示す）と萠芽期との関係に

ついて調査した．

2. r.i・は外側鱗葉より内側鱗葉が高く，また各鱗葉で

は先端部より基部が高い．また大球の外側鱗葉のr､i.は

同一条件で生産された小球の外側鱗葉r.i.より低い．

3．萠芽期の早い品種のr､i.は概して低く，本調査の

範囲内では札幌黄最も高く，奥州，黄魁，今井早生，貝

塚早生の順であった．

4．早堀球は晩堀球より概してr.i.高く萠芽期は遅い，

5．堀上後約1月間は鱗葉r.i.は幾分増加するが，そ

の後は萠芽活動と共に外側鱗葉より低下する．

6．玉葱鱗葉のr.i.は乾物率，全糖含量と高い正相関の

関係にあるが，またr.i・の高い球は一般に萠芽期が遅い

7．遮光,摘葉,窒素肥料追肥により鱗葉r.i.は低下する

が，これらの球の萠芽期は概して早い．葉面に糖液を撒

布した区はr.i.高く萠芽期が遅い傾向を示した．

8．以上の如く鱗葉のr.i.は玉葱の休眠期間と密接な

関係を有することが知られたが，この間の機構について

は鱗葉組織の水度の点から更に検討の予定である．
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Su而詞而勺ary

1) This paper reports the results of the relation

detween soluble solids content and time of sprouting in

stored onion, employing the valiety of lmai-wase and

the other four varieties.

2) Soluble solids content increases from outer toward

inner scales of the onion bulbs and from top toward

base ofthescales，

And soluble solids content of the outer scales of

large bulbs was lower in per cent than that of smaU

ones，

3) Soluble solids content of the slightly immature-

bulbs was higher in per cent than that of mature-

bulbs、

4) In the results of this observation, Sapporo-ki

showed the highest percentage in soluble solids content,

and lmai-wase anrI KRi"uka-wase showed the lowest.

5) The defoliation, reduction of light intensity by

the shading and heavier application of mtrogen reduced

soluble solids content of bulbs and accelerated the

sprouting in stored onion.

6) In the results of samples here studies, soluble

solids content was found to be closely related to dry

matter content, total sugar content and time of sprouting

instored onion．

勺


